
ニュースパーク(日本新聞博物館)が主催する

企画展『伝える、寄り添う、守る 3.11から10年』



新聞は東日本大震災をどのように伝えたか？

2011年から10年間の新聞記事が全て網羅されている訳ではないが，
毎年の3.11の移り変わりを追いかけるだけでも大変な労力を要する．



新聞記者の思いは如何に？







被災直後や復興途上の写真展示

写真上：被災直後の釜石市唐丹町小白浜地区．津波は高さ12.5m
の防潮堤をなぎ倒し，多くの家屋を破壊した．(2011年3月15日)

写真右：嵩上げ工事中の南三陸町(上)と，最終的に震災復興祈念
公園が完成した2020年10月の南三陸町(下)．上下の写真を比べ
てみると，復興工事の過程で紆余曲折があったことが推察される．



おわりに

昨日の夕刊に掲載されていた新聞広告で偶然にもこの企画展のことを知り，慌てて本日，横浜関内の横浜情報文
化センターを訪れた．以前にも何度か，報道写真展などで訪問したことはあったが，ニュースパーク(日本新聞博物館)
との名称で常設展や企画展が開催されていることは知らなかった．今回の企画展はニュースパークが主催し，岩手日
報社，河北新報社，福島民報社，福島民友新聞社が特別協力，神奈川県・横浜市・川崎市の各教育委員会の後援
で開催されたとのことであった．

今回の企画展では，当然のこととして，地元紙による東日本大震災から10年間の紙面や写真，記者らの寄稿が中
心となっていて，10年前の大震災と大津波災害，そして福島第一原発事故を被った被災地の方々がこの10年間をど
のように過ごして来られたのか，その過程をあくまでも新聞記事を手掛かりにして辿ってみることを目的にしているよう
であった．言葉で言うのは簡単であるが，10年間に及ぶ新聞紙面を思いを込めて辿る作業は容易なことではない．

東日本大震災のみならず，兵庫県南部地震でも熊本地震でも，また先日の熱海市伊豆山の土石流災害や広島市
の豪雨災害にしても，地域と密着している地元紙の役割は非常に大きいものがある．単なる事件や事故の報道だけで
は済まされず，地元に生活する人々に密着して，必要な情報を絶えず提供し続けるというのは大変な役割であり，し
かも報道関係者は同時に被災者であることも稀ではないであろう．これまでにも例えば，神戸新聞社による『神戸新聞
の100日』(角川ソフィア文庫)や，河北新報社による『河北新報のいちばん長い日 震災下の地元紙』(文藝春秋)などを
読ませて頂く機会があったが，そのご苦労の幾分かは理解できたつもりになっている．

ともかく，今回の企画展によって10年前のことを思い起こさせていただいたのは大変よい刺激になっており，今月末
に仙台で開催される世界地震工学会議や震災対策技術展，その後に予定している三陸沿岸方面への見学旅行へと
つなげて行ければと考えている次第である．


